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龍谷大学社会学部学会会則

(名称，事務所)

制定平成元年4月 1日

一部改正平成10年6月24日

一部改正平成13年3月21日

一部改正平成15年3月12日

一部改正平成18年9月27日

一部改正平成19年3月13日

第 l条 本会は.龍谷大学社会学部学会と称し事務所を龍谷大学瀬田学舎社会学部内に

置く。

(目的)

第2条 本会は，社会学，社会福祉学及び隣接諸科学の学術研究を推進することを目的と

する。

(事業)

第3条 本会は，前条の目的を達成するために，次の事業を行う。

(1 ) 機関誌『龍谷大学社会学部紀要Jの発行
(2) 学術講演会，シンポジウム.研究会等の開催

(3) 学生会員の研究支援

(4) その他本会が必要と認める事業

(構成)

第4条 本会は.次の会員をもって組織する。

(1 ) 普通会員 龍谷大学社会学部に所属する専任の教員及び本会の趣旨に賛同する龍

谷大学の専任教員

(2) 学生会員 龍谷大学社会学部及び龍谷大学大学院社会学研究科の学籍を有する学

生

(3) 賛助会員 前2号以外の者で，本会の趣旨に賛同する個人又は団体

(4) 名誉会員 本会の会員であった者で.龍谷大学の名誉教授である者

(会長及び諸委員)

第5条 本会に以下のように会長及び委員を置く。

(1 ) 会長 l名

(2) 庶務 2名

(3) 会計委員 2名

(4) r龍谷大学社会学部紀要』委員 4名

(5) r龍谷大学社会学部ジャーナルJ委員 4名
(6) 事業委員 4名

(7) 学科委員 各学科 I名

(8) 会計監査委員 2名

2 前項の諸委員を同一人が兼ねることはできない。



(会長及び諸委員の選任と任期)

第6条 会長は，龍谷大学社会学部長をもって充てる。会長に事故ある時は，庶務委員が

共同してその職務を代理する。

2 前条第 I項7号委員を除く同項の各委員は，会長が普通会員の中から委嘱し評議

員会に報告する。 7号委員は学科で選出する。

3 各委員の任期は， 2年とする。ただし再任を妨げない。途中退任の場合，後任者

の任期は，前任者の残任期間とする。ただし， 7号委員の任期は学科で定める。

4 前条の(4)(5)(6)の委員は.それぞれ委員会を構成する。各委員会に委員長を置き，各

委員長は，各委員会においてE選する。

(会長，各委員会及び委員の職務)

第7条 会長及び各委員会並びに委員は，次の職務を行う。

(1) 会長は，本会の業務を統括し本会を代表する。

(2) 庶務委員は，本会の庶務を処理するとともに，会長を補佐する。

(3) 会計委員は，本会の会計を処理する。

(4) r龍谷大学社会学部紀要』委員会は，同誌の編集発行に関する事務を処理する。
(5) r龍谷大学社会学部ジャーナル』委員会は，同誌の編集発行に関する事務を処理
する。

(6) 事業委員会は， (4)(5)を除く本会の事業を企画，立案，運営する。

(7) 学科委員は，学科を代表して本会と連絡調整を図る。

(8) 会計監査委員は，本会の会計監査を行う。

2 本条第 l項の(4)(5)(6)の委員会は，その事業の企画，立案，運営にあたり，委員会の

判断で普通会員あるいは学生会員に参画を求めることができる。なお，参画に当たり

経費を伴う場合は，あらかじめ常任委員会の承認を得るものとする。

(常任委員会)

第8条 本会の円滑な運営のために常任委員会を置く。

2 常任委員会は，会長.庶務委員及び会計委員のうちから各 l名，並びに第6条4項

の各委員長，及び第5条 1:項7号委員をもって構成する。

3 常任委員会は，会長が招集し議長となって次の事項を処理する。

(1 ) 予算案・決算案の作成

(2) 事業実施の承認

(3) 会員の入会・退会の承認

(4) その他必要な事項の審議

4 常任委員会の議決は，出席者の過半数以上の同意による。

(評議員会)

第9条 本会に評議員会を置く。

2 評議員会は，普通会員全員で構成する。

3 評議員会は，会長が招集し議長となか本会の予算決算及び必要な事項を審議す

る。

4 評議員会の議決は，出席者の過半数以上の同意による。

(会計)

第10条 本会の経費は，入会金，年会賞龍谷大学からの助成金，事業収入及び寄付金を



もって充てる。

(会計年度)

第11条本会の会計年度は，毎年4月1日に始まり， 翌年3月31日に終わる。

(入会金)

第12条本会への入会に際しては， 入会金2，000円を納入する。

(年会費)

第13条会員は，年会費 4，000円を納入する。

2 賛助会員は，入会時に，入会金とともに年会費4，000円以上を納入する。

3 名誉会員は，入会金及び年会費がともに免除される。

評議員会において出席者の

(改廃)

第14条 この会則の更改は，第9条4項の規定にかかわらず，

3分の 2以上の賛同を要する。

この会則は，平成元年4月 1日から施行する。

平成 10年6月24日一部改正。同日より施行する。

平成 13年3月21日一部改正。同日より施行する。

平成 15年3月 12日一部改正。平成 15年4月 l日より施行する。

平成 18年9月27日一部改正。平成 19年4月1日より施行する。

平成 19年3月13日一部改正。平成 19年4月l日より施行する。
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『龍奇大学社会学部紀要』規則

平成元年6月14日 制定

第1条 この規則は，龍谷大学社会学部学会会則第3条に基づく機関誌『龍谷大学社会学

部紀要J(以下， r紀要』とする)の発行について定めるものである。
第2条 『紀要』は，原則として毎年度2回発行する。

第3条 原稿の募集，編集及び発行は， r龍谷大学社会学部紀要』委員会(以下.委員会
とする)が行う。

2 原稿の掲載は，委員会が決定する。

3 原稿の投稿は.普通会員，賛助会員及び博士課程在学中の学生会員とする。な

お.博士課程在学中の学生会員が投稿する場合 あらかじめ指導教員の指導を受け

なければならない。

4 普通会員を筆頭執筆者として非会員が共同執筆した原稿を掲載するに当たって

は，非会員は当該年度の賛助会員となるものとし 入会金及び年会費をあらかじめ

納入するものとする。

第4条 原稿は.論文・研究資料・研究ノート・書評・翻訳等(以下，論文等とする)とする。

第5条 論文等の執筆は.次の要項によるものとする。

(1) 論文等は，未発表のものに限る。

(2) 論文等の分量は原則として以下のようにする。

ア 論文は， 20，000字 (400字詰原稿用紙50枚)以内

イ 研究資料・研究ノートは， 12，000字 (400字詰原稿用紙30枚)以内

ウ 書評・翻訳は， 6，000字 (400字詰原稿用紙 15枚)以内

(3) 論文等には.必ず欧文タイトルを添付するものとする。

第6条 掲載論文等について 50部の抜刷を無償で提供する。共同執筆の場合にも同様と

する。ただし第3条第4項の賛助会員には，各50部を無償で提供する。

2 50部を超える抜刷を希望する執筆者は，超過分の実費を支払う。

第7条 掲載論文等の著作権は執筆者に帰属するが 本学及び国立情報学研究所等が論文

等を電子化により公開するものについては，複製権及び公衆送信権の行使を社会学部

学会に委託するものとする。ただし，電子化による公聞は執筆者の許諾を得たうえで

行うものとする。

第8条 本規則の改正は，常任委員会の議によるものとする。

第9条 本規則は.平成元年6月 14日より実施する。

付則

l 平成 13年4月27日改正

2 平成 15年4月24日改正

3 平成 17年5月 11日改正

4 平成 17年7月 13日改正

5 平成 18年9月27日改正

6 平成20年 11月25日改正
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龍奇大学社会学部学会 2008年度決算書

2008年4月l日から 2009年3月31日

〈収入の部〉

予算科目 予算 決算 差異 明t 考

2 普通会員会費 282，000 262，000 20，000 
継続会員 64名

納付金 日立。
新規会員 l名

学 部:継続会員 1，982名.新規会員 614名
学生会員会費 6，926，000 6，568，000 358，000 修士課程:継続会員 15名，新規会員 21名

年度 博士課程:継続会員 10名，新規会員 5名

賛助会員会費 。 4，000 ム4，000非常勤講師 l名

2008年度会費収入合計 7，208，000 6，834，000 374，000 

前年度繰越金 64，761，126 64，761，126 。
J口L 計 71，969，126 71，595，126 374，000 

〈支出の部〉

内 訳 予算 決算 差異 備 考

学会誌印刷費 3，500，000 2，852，850 647.150 
社会学部紀要第 33号 (3，250部)'34号 (3，700部)，
社会学部ジャーナル第8号 (3，900音11)

ト

原 稿 料 400，000 547，428 ム 147，428社会学部ジャーナル原稿料

発 送 費 200，000 5，600 194，400 社会学部紀要・社会学部ジャーナル発送料

全
議 i寅 学ト 600，000 299，999 300，001 講演会・シンポジウム講師料

チ月マ、 通 費 150，000 84.100 65，900 講師交通費
体 修士論文中開発表会.講演会・シンポジウム懇親
事 研究交流費 700，000 453，163 246，837 

会等事
編集 5者 費 800，000 770，805 29.195 社会学部ジャーナル編集経費等
業
事 業 自昔 費 800，000 982，576 ム 182，576講演会・シンポジウム開催経費等

業 研究奨励金 700，000 443，940 256，060 全国学会発表補助，研究活動補助，社会学部学会賞

20局年事業費 4，000，000 4，000，000 。
社会学会寄付

2，692，045 2，692，045 。
費 事 業 費

全体事業小計 14，542，045 13，132，506 1，409，539 

学事霊ヰ

社会学科 746，000 746，000 o優秀論文集印刷代，実習後懇親会経費等
コミュニティマネジメント学科 549，000 511，847 37，153 優秀論文集印刷代.新入生歓迎会経費等

地域福祉学科 585，000 603，416 ム 18，416優秀論文集印刷代，新入生歓迎会経費等

臨床福祉学科 577，000 603，416 ム26，416優秀論文集印刷代.新入生歓迎会経費等

音「 2，457，000 2，464，679 ム7，679

事業費合計 16，999，045 15，597，185 1，401，860 

i首 耗 口口口 70，000 。 70，000 学会運営に係る消耗品費

通 信 費 40，000 75，400 ム35，400事務連絡用切手代等

事 旅 費 50，000 。 50，000 

務
ZZ』2ミ 合 費 50，000 27，950 22，050 委員会開催に係る経質

謝 金 1，314，000 639，450 674，550 事業実施およびジャーナル編集指導補助

資 情報機器整備費 351，000 190，260 160，740 学会運営に係る PCリース代，カメラセットリース代

学会室整備費 50，000 。 50，000 

計 1，925，000 933，060 991，940 

事業費・事務費合計 18，924，045 16，530，245 2，393，800 

予 備 費 53，045，081 。53，045，081 
次年度繰越金 o 1 55，064，881 ム55，064，881
メ口主、 員十 71，969，126 71，595，126 374，000 



龍奇大学社会学部学会 2009年度予算書

〈収入の部〉

予算科目 2009年度 2008年度 増減 備 考

普通会員会費 244，000 282，000 ム38，000継続会員@4，OOOX58名，新入会員@6，OOOX2名
2 

納付日U 
学部 :4年 694名， 2，3年@4，OOO円X1，177名.
新入会員@6，OOO円X682名

金 9 
学生会員会費 9，044，000 6，926，000 2，118，000 

修士課程.継続会員@4，OOO円X31名，

年度 新入会員@6，OOO円XIO名
博士課程:継続会員@4，OOO円Xl2名，

新入会員@6，OOO円X2名

2009年度会費収入合計 9，288，000 7，208，000 2，080，000 

前年度繰越金 55，064，881 64，761，126 ム9，696，245

J口3、 計 64，352，881 71，969，126 ム7，616，245

(支出の部〉

内 訳 2009年度 2008年度 増減 備 考

学会誌印刷費 3，500，000 3，500，000 0学会誌およびジャーナル印刷費

原 稿 料 400，000 400，000 0 ジャーナル原稿料

発 送 費 200，000 200，000 o紀要，ジャーナル発送費
講 I寅 料 600，000 600，000 0事業関連講演会-シンポジウムの講師料

全 うζ 通 費 150，000 150，000 o講演会・シンポジウムの講師父通費 」

体 研究交流費 1，150，000 700，000 450，000 
講演会懇親会，修士論文中間報告会，全国学会等|

事
開催助成.学外実習報告会等

事 編集諸費 800，000 800，000 0 ジャーナル編集経費 ゴ
事 業 5昔 費 800，000 800，000 0 事業実施経費
業 。学生・院生の研究活動補助，院生の全国学会発表
業 研究奨励金 700，000 700，000 

補助，学部学会賞2名X3万円

共生杜会センター費 1，500，000 。 1，500，000 シンポジウム開催費，フ。ロジ、エクト研究費，事務経費等

20周年事業費 。 4，000，000 ム4，000，000社会学部20周年記念事業費

費 社会学会寄付事業費 。 2，692，045 ム2，692，045社会学会寄付による事業費

全体事業小計 9，800，000 14，542，045 ム4，742，045

言霊

社会学科 746，000 746，000 。

コミュニテイマネジメント学科 549，000 549，000 。

地域福祉学科 585，000 585，000 。

臨床福祉学科 577，000 577，000 。

計 2，457，000 2，457，000 。

事業費合計 12，257，000 16，999，045 ム4，742，045

1荷 耗
o 70，000 70，000 0 学会運営に係る消耗品費日口

通 費 40，000 40，000 。

事 方主 費 50，000 50，000 。

務
bZ3、t iE当3、 費 50，000 50，000 o委員会開催に係る経費
謝 金 1，314，000 1，314，000 0事業実施およびジャーナル編集指導補助

費 情報機器整備費 351，000 351，000 0学会運営に係る PCリース代，カメラセットリース代

学会室整備費 50，000 50，000 。

計 1，925，000 1，925，000 。

事業費・事務費合計 14，182，000 18，924，045 ム4，742，045

備予費

予 f蔚 費 2，400，000 2，568，000 

そ の 他 47，770，881 50，477，081 

計 50，170，881 53，045，081 ム2，874，200
tE3 b、 計 64，352，881 71，969，126 ム7，616，245
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佐々木洋子(大腎蕗F)黒田浩一郎(社会学部教授)
桑原桃音(社会学部非常勤講師) 宮川尚子(実習助手)

田中聡子(議全額諜) 戸田典樹(華全額鵠)

松本 拓(社会学研究科研究生) 工藤保則(社会学部准教授)

川田審音(社会学部教授) 権 順浩(華全額鱗)

編集後記

。今回は，大学院研究生の論文等を含め多くの論考を掲載するこ

とができました。執筆者の方々に感謝します。

ある大学の院長は，大学の名声とは学生の数や建物の立派さなど

ではなくて，いかにその大学が，社会や個人に対して人格的.学問

的感銘を与えるかにあると述べていますが まさに大学の研究紀要

とはそのような大学の使命の中核を担う直接的媒介物であるといえ

るでしょう。

個人的業績にとどまらず，大学の使命に貢献するような紀要作り

に努めていきたいと考えておりますので，今後ともご協力のほどお

願いします。

(S. T) 
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